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抄　　　録

　「フクユタカ A1号」は、「フクユタカ」の裂莢性改善を目標として、DNAマーカー
による難裂莢遺伝子導入個体の選抜と「フクユタカ」への 5回の戻し交配を組み合わ
せて育成した品種である。
　裂莢性以外の成熟期、耐倒伏性、タンパク質含量などの主要な形質は「フクユタカ」
とほぼ同等である。難裂莢性を備えているため、刈り遅れ時の自然裂莢が少なく、コ
ンバイン収穫時の実質的な収量増が期待できることから、2014 年に「フクユタカ A1
号」と命名し、品種登録出願を行った。

キーワード：ダイズ、難裂莢、DNAマーカー、pdh1、戻し交配
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Development of a New Soybean Cultivar, “Fukuyutaka A1 gou,” with 
Pod Dehiscence Resistance
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Nobuhiko Oki*2, Naohiro Yamada*3, Katsumi Komaki*4, Ryoichi Matsunaga*5

Abstract

The yield of soybean production in Japan is significantly lower than the world average. Two of the causes are 

natural pod dehiscence and loss during combine harvesting.

Of the land in Japan cultivated with soybean, “Fukuyutaka” occupies the largest area, and this cultivar is especially 

widely grown in the southwest of the country. Since its release in 1980, it has shown a high yield potential and good 

suitability for tofu processing; therefore, it is in high demand.

However, “Fukuyutaka” is susceptible to pod dehiscence at maturity, and losses occur through a combination of a 

high level of natural pod dehiscence and combine harvesting.

Our aim was to improve “Fukuyutaka,” and we developed “Fukuyutaka A1 gou” by DNA marker assisted selection 

using markers related to pod dehiscence (pdh1) and backcrossing five times with “Fukuyutaka.”

Except for pod dehiscence susceptibility, other major agronomic traits of “Fukuyutaka A1 gou,” such as flowering 

time, maturation time, lodging resistance, unit yield, and protein content, are almost the same as “Fukuyutaka.” Further, 

the suitability for tofu processing is similar to that of “Fukuyutaka.” In field trials, the total yield of “Fukuyutaka A1 

gou,” including harvesting losses, was equivalent to that of “Fukuyutaka,” but the yield from combine harvesting was 

clearly higher than “Fukuyutaka.” For this reason, by replacing “Fukuyutaka” with “Fukuyutaka A1 gou,” it is expected 

that the soybean yield in southwest Japan would be improved for the benefit of farmers, and we have applied for cultivar 

registration as “Fukuyutaka A1 gou.”
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　国内農業の中核的作物である水稲の作付けは、長
期にわたる米の消費低迷により年々減少傾向で、余
剰水田の活用は国内農業の振興や食料自給率向上の
観点から喫緊の課題となっている。大豆は発芽時を
除けば畑作物の中では比較的湿害に強く、豆腐や納
豆など伝統的食品の原料として安定した需要がある
ことから、水田の有効活用のために不可欠の作物で
ある。
　一方、国内の大豆単収は世界水準と比較して大幅
に低く、単収向上が大豆研究の大きな課題となって
いる。低単収の要因として台風や干ばつ等の気象災
害、病虫害、地力低下などが指摘されているが、刈
り遅れなどに伴う自然裂莢やコンバイン収穫ロスも
大きな影響を与えている。
　西南日本の主力品種「フクユタカ」（大庭ら
1982）は多収でタンパク含量が高い豆腐用の優良
品種であり、作付面積が国内最大の品種である。主
な栽培地域は東海地域と九州中北部地域だが、関東
南部、四国、中国、近畿の一部などでも広く栽培さ
れている。従来「フクユタカ」栽培地域の大豆の生
産規模は小さく、刈り遅れによる自然裂莢やコンバ
イン収穫による頭部損失はそれほど大きな問題とは
見なされてこなかった。しかし城田ら（2003）の
現地調査などから、これらの地域でも裂莢による収
量損失が無視できないレベルにあることが認識され
つつある。特に急速に大規模化が進んだ東海地域な
どでは稲麦大豆の 2年 3作体系の中で、小麦の播
種時期と大豆の成熟期が重なることから刈り遅れが
常態化し、相当量の収穫損失があると推定され、「フ
クユタカ」への難裂莢性付与が要望されてきた。
　一方難裂莢性の選抜は劣性遺伝子支配である上
に、裂莢程度が成熟期の気温や天候に左右されるた
め野外での評価が難しいことなどから、なかなか進
展してこなかったが、難裂莢性を選抜可能な DNA
マーカーが開発された (Funatsuki et al . 2006) こと
により、マーカー選抜を活用した難裂莢性品種の育
成が可能となった。
　この開発されたマーカーと連続戻し交配を組み合
わせて難裂莢性を「フクユタカ」に導入したのが、「フ

クユタカ A1号」である。裂莢性以外の「フクユタ
カ A1号」の成熟期、主茎長、耐倒伏性、タンパク
質含量などの主要な形質は「フクユタカ」とほぼ同
等である。難裂莢性を備えているため、自然裂莢や
コンバイン収穫ロスを低減して実質的な収量増が期
待できることから、2014 年に「フクユタカ A1号」
と命名し、品種登録出願を行った。
　「フクユタカ A1 号」を「フクユタカ」に置きか
えて普及を図ることにより、裂莢によるコンバイン
収穫ロスや自然裂莢によるロスを低減して農家の実
質収量を増大できる。また作期競合や規模拡大によ
る刈り遅れが生じても安定した大豆生産を可能とす
ることで、国産大豆の生産振興や食料自給率の向上
に貢献できると期待されている。
　なお、本品種の育成の主要な部分は農林水産省の
「農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」の
うちの「DNA マーカー育種による耐裂莢性ダイズ
育成と利用技術の開発（課題番号 18038）」(2006
－ 2009 年度 ) および農林水産省プロジェクト研究
「水田の潜在能力発揮等による農地周年有効活用技
術の開発」のうちの「戦略作物等の省力・多収生産
技術の開発」（2012 － 2013 年）の一環として実
施した。さらに大規模現地栽培試験や実需者評価試
験は農林水産省プロジェクト研究「広域・大規模生
産に対応する業務・加工用作物品種の開発」のうち
の「実需者等のニーズに応じた加工適性と広域適応
性を持つ大豆品種等の開発」で実施した。
　また本品種の育成にあたっては、系統適応性検定
試験や奨励品種決定試験等を通じて各県の関係者に
ご協力をいただくとともに、加工適性試験の実施に
あたっては「国産大豆の品質評価に係る情報交換会」
参加企業および JA 全農の関係各位には多大なご協
力をいただいた。特に現地栽培試験では株式会社ク
ボタにご協力頂くとともに、愛知県総合農業試験場、
愛知県西三河農業普及指導センターおよび関係者の
方々には生産者への指導や現地調査等に多大なるご
尽力を頂いた。このほか中央農業総合研究センター
の業務科（現機構本部業務支援センター）職員各位
には育種試験を支える圃場管理・調査等にご協力い

Ⅰ　緒　　　言
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ただいた。ここに記して深く感謝する。

　「フクユタカ A1 号」の育成経過
は図１に示した。「タチナガハ」を
母に、難裂莢性を持つ「ハヤヒカリ」
を父として得られた交配後代 F4 の
うち、難裂莢性を備えた系統を「ふ
くいぶき」に交配した F1 を難裂莢
性遺伝子pdh1 の提供親とした。西
日本の主力品種「フクユタカ」（戻
し交配親）を母、pdh1 の提供親を
父として「フクユタカ」に交配した
得られた F1 を「フクユタカ」に戻
し交配した。戻し交配した BC1F1 の
うち、難裂莢性遺伝子を備えた個体
をDNAマーカーで選抜し、「フクユ
タカ」に戻し交配することをさらに
4回繰り返した。得られた BC5 系統
を世代促進した後、2009 年に「作
系 76号」の系統番号を付し、圃場
展開して農業特性が「フクユタカ」
に近いものを選抜した。2010 年か
ら、生産力検定予備試験、系統適応
性検定試験および特性検定試験に供
した。
　その結果、成績が良好であったの
で、2011 年に「関東 120 号」の系
統名を付し、生産力検定本試験、奨
励品種決定試験、現地栽培試験等に
供試するとともに、実需者による品
質評価試験に供試した。
　これらの成果を取りまとめて「フ
クユタカ A1 号」として 2014 年に
品種登録出願を行った。2014 年に
おける世代は BC5F8 である（表 1）。

Ⅱ　育成経過

図 1　「フクユタカ A1 号」の育成経過
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表 1　「フクユタカ A1 号」の選抜経過

　「フクユタカ A1 号」と原品種「フクユタカ」お
よび比較品種の「サチユタカ」の主要な形態的特性
および生態的特性について、表 2、表 3、表 4に示
した。いずれも審査基準国際統一委託事業調査報
告書 (2004) あるいは大豆審査基準（農林水産省、
2012）に従い、原則として育成地の調査結果に基
づいて分類した。また草姿と子実の形態および室内
試験における裂莢程度の違いは写真 1、2に示した。
　「フクユタカ A1 号」の胚軸のアントシアニンの
着色は “有 ”、花色は “ 紫 ”、小葉の形は “鋭先卵形 ”、
毛茸の色は “ 白 ”、その多少は “ 密 ” である。主茎
長は「フクユタカ」と同程度の “中 ” で「サチユタカ」
より長い。また主茎節数および分枝数は「フクユタ
カ」「サチユタカ」と同程度の “ 中 ” である。伸育
型は “ 有限 ” であり、熟莢の色は「フクユタカ」と
同じ “淡 ” である。
　粒形は “ 球 ”、粒の大小は「フクユタカ」と同程
度の “中の大 ” であり、“ 大の小 ” に区分される「サ

チユタカ」よりやや小さい。種皮の色は “ 黄白 ”、
臍の色は “淡褐 ”、子葉色は “黄 ”、粒の光沢は “中 ”
で、「フクユタカ」と同じ区分に分類される ( 表 2）。
　開花期および成熟期は「フクユタカ」と同じ “晩 ”
で、「サチユタカ」よりいずれもやや遅い。生態型
は「フクユタカ」と同じ “ 秋大豆型 ” である。裂莢
の難易は “ 難 ”、倒伏抵抗性は “ 強 ” である。ダイ
ズモザイクウイルス抵抗性は「フクユタカ」「サチ
ユタカ」と同様に Aおよび B系統に抵抗性、C、D
および E系統には感受性、ダイズシストセンチュ
ウ抵抗性は “ 弱 ” である ( 表 3)。ラッカセイわい化
ウイルス抵抗性は「サチユタカ」の “弱 ” に対し、「フ
クユタカ」と同じ “強 ” である ( 表 3)。
　子実の粗タンパク質は「サチユタカ」よりやや低
いが、「フクユタカ」と同じ “ やや高 ” で、粗脂肪
含有率は「フクユタカ」「サチユタカ」と同程度の 
“ 中 ” である。豆腐加工適性は「フクユタカ」とほ
ぼ同じである ( 表 4)。

Ⅲ　特性の概要

表 2　形態的特性
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表 3　生態的特性
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表 4　子実成分および加工適性

写真１　「フクユタカ A1 号」の草姿
注 1）生育中の草姿は 2013 年 8月 22 日谷和原水田圃場（6月播区）
　 2）成熟期の草姿は 2013 年観音台圃場 7月播種産
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１．育成地における生育および収穫物の調査成績
　2011 － 2014 年に育成地（作物研究所：現次世
代作物開発研究センター）で実施した生産力検定試
験の結果を表 5および表 6に、耕種概要を表 7に
示す。
　「フクユタカ A1 号」の開花期は標播の 7月播で
は 8月 27日で、「フクユタカ」と同じ、「サチユタカ」
より 5 日遅かった。早播の 6 月播種では 8 月 13
日で「フクユタカ」より 1日、「サチユタカ」より
7日遅かった。成熟期は標播では11月15日で、「フ
クユタカ」より 1日、「サチユタカ」より 11日遅く、
早播では 11 月 6 日で「フクユタカ」と同じ、「サ
チユタカ」より 12日遅かった。
　成熟期における主茎長は、標播では「フクユタカ」
とほぼ同等、「サチユタカ」より 23cm 長く、早
播では「フクユタカ」と同等、「サチユタカ」より
33cm長かった。主茎節数は標播では「フクユタカ」
より１.1 節少なく、「サチユタカ」より 2.6 節多く、
早播では「フクユタカ」とほぼ同じ、「サチユタカ」

より 3.5 節多かった。また最下着莢節位高は標播
17.2cm、早播 19.1cm で、「フクユタカ」とほぼ同
程度、「サチユタカ」より高かった ( 表 5、表 6)。
生育中の倒伏は「タチナガハ」「サチユタカ」より
やや多く、標播では「フクユタカ」の “ 中 ” に対し
“ 多 ”、早播では逆に “ 甚 ” に対し “ 多 ” で、総合す
ると「フクユタカ」とほぼ同等であった。また青立、
立枯れは「フクユタカ」と標播ではほぼ同じで、早
播ではやや少なかった。
　子実収量は標播、早播とも「フクユタカ」並であっ
た。また「サチユタカ」と比較すると、早播ではや
や低かったものの、標播ではほぼ同等であった。百
粒重は標播では「フクユタカ」よりやや大きかった
ものの、早播ではほぼ「フクユタカ」並であった。
褐斑粒、紫斑粒、裂皮の程度、品質とも「フクユタ
カ」とほぼ同等であった。
　「フクユタカ A1 号」の子実の粒形は、2011 －
2013 年に育成地の生産力検定試験の収穫物を用い
て調査した結果、2013 年の 7月播種区で “ 偏球 ”

Ⅳ　試験成績

写真２　�「フクユタカ A1 号」の通風乾燥後の裂莢程度と
子実の外観

注１）�上下とも左から、「フクユタカ A1号」「フクユタカ」「サ
チユタカ」

　２）�上は莢を通風乾燥機で 60℃ 3時間、通風乾燥したときの
裂莢の状態
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表 5　標播（7 月播種）の生育、収穫物および品質調査

に分類された以外は全て「フクユタカ」と同じ “球 ”
に分類されたことから “ 球 ” と判定した ( 表 8）。ま
た子実の粒度分布は 2011 年産で 7月播種、6月播
種とも “ 大粒 ” と判定した以外は、3ヶ年平均を含
めていずれも中粒大豆の規格である「ふるい目の大
きさが 7.3mmのふるい上に 70% 以上」であるこ
とから “中粒 ” と判定した ( 表 9)。　

２．品質特性調査成績
　１）子実成分
  表 10 に「フクユタカ A1号」の子実成分を示した。
育成地の 2011 － 2014 年産の子実成分を分析した
結果、粗タンパク質含量は「フクユタカ」と同程度で、
「サチユタカ」より 2ポイント程度低いものの、「タ
チナガハ」より 0.8 ～ 2ポイント高いことから “や

や高 ” に区分されると判定した。また粗脂肪含有率
も「フクユタカ」と同程度で、“中 ” と判定した。

　２）豆腐加工適性
　作物研究所の 2011 年の生産力検定試験の生産物
を用いて、九州沖縄農業研究センターで実施した豆
腐加工適性試験では、「フクユタカ A1 号」の豆乳
収量、豆乳粘度は「フクユタカ」とほぼ同等であっ
た。豆腐破断強度は標播のにがり濃度 0.3% 区を除
いて「フクユタカ」よりやや低かったものの、「サ
チユタカ」以上であった（表 11）。また作物研究所
で作製した豆腐の実需者による官能評価試験では福
岡県産の標準「フクユタカ」に比べて風味の評価が
高く、硬さは同程度であった（表 12）。
　作物研究所の 2012 年産を用いて九州沖縄農業研
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表 6　早播（6 月播種）の生育、収穫物および品質調査

究センターで作製した豆腐の実需者による官能評価
試験でも、福岡県産の標準「フクユタカ」と同等と
いう評価であった（表 13）。
　2012 年に愛知県碧南市で実施した現地試験の生
産物を用いて、実需者、生産者、行政、試験場関係
者、作物研職員等のパネラー 108 名が行った官能
評価試験では「フクユタカ」とほぼ同等の評価が得
られた ( 表 14)。
　以上の試験結果をまとめると「フクユタカ A1号」
の豆腐加工適性は「フクユタカ」と同等の “ 適 ” と
判定した。

３．特性検定試験成績
  １）ダイズモザイクウイルス (SMV) 抵抗性
2013 年に作物研究所で実施したダイズモザイクウ

イルスの病原系統別の人工接種試験では Aおよび B
系統に抵抗性で、C、D、Eおよび A2系統に感受性
であった（表 15）。また 2012 年に東北農業研究セ
ンターで行った人工接種試験でも Aおよび B系統
に抵抗性で、Cおよび D系統に感受性であった（表
16）。
　長野県野菜花き試験場で 2013 年に行った自然発
病による生育中のウイルス病抵抗性検定試験では、
ダイズモザイクウイルス抵抗性は “ 弱 ”、ウイルス
病全体で “ 極弱 ” と判定された（表 17）。また生産
物による褐斑粒抵抗性検定試験では、褐斑粒の発生
率は「サチユタカ」より低いものの「Hill」などよ
りも高く、“中 ” と判定された（表 18）。
　以上のことから「フクユタカ A1号」のダイズモ
ザイクウイルス抵抗性は Aおよび B系統に抵抗性
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表 7　耕種概要
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表 8　「フクユタカ A1 号」の子実の粒形
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表 9　「フクユタカ A1 号」の子実の粒度分布

表 10　「フクユタカ A1 号」の子実成分
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表 11　「フクユタカ A1 号」の豆腐加工適性試験
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表 12　実需者による「フクユタカ A1 号」の豆腐官能評価試験

表 13　実需者による「フクユタカ A1 号」の豆腐官能評価試験
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表 14　現地試験の生産物を用いた「フクユタカ A1 号」の豆腐官能評価試験
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表 15　育成地におけるダイズモザイクウイルス (SMV) 抵抗性検定試験 (2013 年 )
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表 16　東北農業研究センターにおけるダイズモザイクウイルス (SMV) 抵抗性検定試験 (2012 年 )
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表 17　生育中のウイルス病抵抗性検定試験 ( 長野県野菜花き試験場、2013 年 )
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表 18　褐斑粒抵抗性検定試験 ( 長野県野菜花き試験場、2013 年 )
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表 19　ラッカセイわい化ウイルス (PSV) 抵抗性検定試験 ( 近畿中国四国農業研究センター、2011 年 )
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表 20　インゲンマメ南部モザイクウイルス (SBMV) 抵抗性検定試験 ( 近畿中国四国農業研究センター、2011 年 )
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表 21　ダイズシストセンチュウ（レース 3 桔梗ヶ原系）抵抗性検定試験 ( 長野県野菜花き試験場、2011 年 )

で、“中 ” と判定した。

２）ラッカセイわい化ウイルス (PSV) 抵抗性
　2011 年に近畿中国四国農業研究センター（現西
日本農業研究センター）で行った人工接種による
ラッカセイわい化ウイルス (PSV) 抵抗性検定試験に
おいて、接種した10個体全てで発病がみられなかっ
たことから、「フクユタカ」と同じ “ 抵抗性 ” と判
定した（表 19）。
　
３）�インゲンマメ南部モザイクウイルス（SBMV）

抵抗性
　2011 年に近畿中国四国農業研究センターで行っ
たインゲンマメ南部モザイクウイルス（SBMV）抵

抗性検定試験において、最終的に供試 10個体全て
が発病株と判定されたことから、「フクユタカ」と
同じ “感受性 ” と判定した（表 20）。

４）ダイズシストセンチュウ抵抗性
　2011 年に長野県野菜花き試験場で行ったダイズ
シストセンチュウ（レース３桔梗ヶ原系）抵抗性
検定試験において、シストの着生指数等が「タチ
ナガハ」並であったことから “ 弱 ” と判定した（表
21）。
　
５）立枯性病害抵抗性
　2010 － 2011 年に岩手県農業研究センターで実
施した黒根腐病を主体とするダイズ立枯性病害抵抗
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表 22　ダイズ立枯性病害抵抗性検定試験 ( 岩手県農業研究センター )
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表 23　紫斑病抵抗性検定試験 ( 福島県農業総合センター会津地域研究所、2011 年 )
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表 24　圃場における耐湿性検定試験 ( 北海道総合研究機構中央農業試験場、2012 年 )

表 25　通風加熱処理による裂莢性検定試験
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性検定試験で、「フクユタカ A1 号」の平均発病度
および同一株内「ハロソイ」発病度対比は「フクユ
タカ」とほぼ同等であったことから、立枯性病害抵
抗性は、“やや強 ” と判定した ( 表 22)。

  ６）紫斑病抵抗性
  2011 年に福島県農業総合センター会津地域研究
所で実施した紫斑病抵抗性検定試験で、発病粒率が
比較品種「赤莢」より高く、「タマヒカリ」より低かっ
たことから、紫斑病抵抗性は “ 強 ” と判定した ( 表
23)。

７）圃場における耐湿性
　2012 年に北海道総合研究機構中央農業試験場で
実施した圃場における耐湿性検定試験で、4試験区
の指数の平均は “ 弱 ” の比較品種「トヨハルカ」と
同じであったことから、「フクユタカ」と同じ “弱 ”
と判定した ( 表 24)。

８）裂莢性
　表 25に 2009、2010、2012 年に行った 60℃ 3
時間の通風加熱処理による裂莢性検定試験の結果を
示した。「フクユタカ」の裂莢率の 3年のべ 4試験
の平均値 89.0% に対し、「フクユタカ A1 号」の裂
莢率は 36.8% で明らかに少なかった。
　また成熟後に 1ヶ月間圃場に放置した時の自然
裂莢率は、加熱処理と同様に「フクユタカ」より明
らかに低かった ( 表 26)。
　以上の結果から「フクユタカ A1号」の裂莢程度
は「フクユタカ」より少なく、裂莢性は “ 難 ” と判
定した。

４．系統適応性試験成績
　2010 年に実施した系統適応性検定試験では、い
ずれも開花期・成熟期等の生育特性は「フクユタカ」
とほぼ同じであった（表 27、表 28）。一方子実収
量は愛知県農業総合試験場では「フクユタカ」とほ
ぼ同じであったが、福岡県農林業総合試験場豊前分
場ではやや少なく、佐賀県農業試験研究センターで
はやや多かった。

５．固定度

　2013 年に育成地で実施した固定度調査の結果を
表 29に示す。「フクユタカ A1号」は系統間の変異
係数がやや大きかったものの、十分固定しているも
のと判定した。

６．配付先における試験成績
　「フクユタカ A1 号」の 2011 － 2014 年に実施
した、のべ 15 ヶ所 36 試験の奨励品種決定調査等
の試験成績の概評を表 30 に示した。「やや有望」
はのべ 9ヶ所、「再検討」はのべ 20ヶ所、「やや劣
る」はのべ 5ヶ所、「劣る」は 2ヶ所であった。子
実重の標準品種の「フクユタカ」対比の平均は 66
－ 134 で、全試験の平均では 97であった。
　個別の配付先における試験成績は表 31に、現地
栽培試験の試験成績を表 32 に、耕種概要は表 33
に示した。
　千葉県農林総合研究センターでは、標準品種「フ
クユタカ」とほぼ同じ生育特性を示し、やや収量が
高かった。愛知県農業総合試験場では、「フクユタ
カ」とほぼ同じ生育特性を示したが、やや収量が少
なかった。
　岐阜県農業技術センターではやや主茎節数が少な
かったものの、「フクユタカ」とほぼ同じ生育・収
量を示した。三重県農業研究所伊賀研究室では「フ
クユタカ」より低収となったが、2013 年の極端な
低収を除くとほぼ同等であった。三重県農業研究所
では「フクユタカ」と比較して分枝数が少なく、4ヶ
年を通して収量が低かった。滋賀県農業技術振興セ
ンターでは、6月中旬播種、7月中旬播種とも「フ
クユタカ」とほぼ同じ生育を示したが、やや低収で
あった。
　香川県農業試験場では「フクユタカ」とほぼ同じ
生育・収量であったが、高知県農業技術センターで
は、開花期が 1日、成熟期が 6日遅く、やや低収
であった。福岡県農業総合試験場では「フクユタカ」
より 3日晩生で倒伏が少なかったが、収量は同等
だった。佐賀県農業試験研究センターでは「フクユ
タカ」より 2日晩生だったが、収量等はほぼ同等
であった。
　2013 － 2014 年に実施した農家圃場における現
地栽培試験では、千葉県香取市で「フクユタカ」よ
り多収、千葉県長南町でやや低収、愛知県弥富市お
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よび安城市でほぼ同等の収量であった。

７．コンバイン収穫試験成績
　2013 年に場内および現地農家圃場で実施したコ
ンバイン収穫試験の成績を表 34、35に、耕種概要
を表 36に示した。
　場内圃場試験では成熟後1ヶ月半後に全刈りと坪
刈りで調査を行った。またコンバイン収穫の際の排
出莢と収穫後の刈り残し、脱粒種子の調査を行った。
全刈り収量に脱粒種子、排出ロス等を加えた推定全
収量は「フクユタカ A1 号」276kg/10a、「フクユ

タカ」280kg/10a でほぼ同等であったが、実際の
全刈り収量は「フクユタカ A1号」252kg/10a、「フ
クユタカ」236kg/10a と「フクユタカ A1 号」が
やや高かった。
　現地農家におけるコンバイン収穫試験では、「フ
クユタカ A1 号」の推定全収量が 218kg/10a で
「フクユタカ」の 209kg/10a とほぼ同等であった
が、実際の全刈り収量は「フクユタカ A1 号」が
184kg/10a となり、「フクユタカ」の 127kg/10a
と比較して大幅に高かった。

表 26　自然裂莢による裂莢性検定試験
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表 27　系統適応性検定試験 (2010 年 )
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表 28　系統適応性検定試験の耕種概要
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表 29　「フクユタカ A1 号」の固定度
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表 30　配付先における概評および子実重の対標準比率
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表 31　配付先における試験成績（その１）
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表 31　配付先における試験成績（その２）
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表 32　現地における試験成績
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表 33　配付先の耕種概要
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表 34　育成地におけるコンバイン収穫試験成績 (2013 年 )
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表 35　愛知県知立市の農家圃場におけるコンバイン収穫試験成績 (2013 年 )
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表 36　コンバイン収穫試験の耕種概要
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Ⅴ　考察

　「フクユタカ A1 号」は「フクユタカ」に 5回の
戻し交配を行って育成した品種であるが、図 2の
グラフィカルジェノタイプに示したとおり、「フク
ユタカ」由来以外の残存領域は「サチユタカ A1号」
（羽鹿ら 2016）に比べてやや多くなっている。特
に第 15番染色体には「ハヤヒカリ」由来の大きな
領域が残存している。これは、難裂莢遺伝子の周辺
マーカーのみを使って戻し交配を行い、全ゲノム領
域についての選抜を行わなかったことが原因と考え
られるが、開花期、成熟期を含む主要な生育特性、
タンパク含量などの成分特性はほぼ「フクユタカ」
と同じであった。フクユタカの主要用途である豆腐
加工適性についてもほぼ同等で、百粒重のみ標播区
でやや大きい傾向が見られたが、早播区ではほぼ同
等で、大きな差はないと判定した。これらのことか
ら「フクユタカ A1号」に残る他品種の染色体領域
には、「フクユタカ」の特性に大きな影響を与える
遺伝子は多くないと推察された。
　ただし「フクユタカ A1号」に葉焼病抵抗性やダ
イズモザイクウイルス抵抗性などさらに他の遺伝子
を集積する際には、残存染色体領域が少ない方がよ
り原品種に近い特性を示すと考えられることから、
「フクユタカ」代替の交配母本として利用するため
には、1-2 回の追加の戻し交配と全ゲノム選抜を加
えて、「フクユタカ」背景に近い系統を開発してお

く必要がある。
　収穫ロス低減のための難裂莢性の付与は海外では
標準的に行われているが、我が国では大豆の成熟期
が比較的冷涼で自然裂莢しにくい環境にあることか
ら、これまであまり積極的に行われてこなかった。
このため育成された国内品種の裂莢性は “ 易 ” のも
のが多い。適期収穫が可能な小規模生産では裂莢性
の難易は大きな問題とならないが、近年都府県でも
コンバイン収穫を前提とした大豆生産の大規模化が
進んでおり、コンバイン収穫ロスや作業競合などに
よる刈り遅れが目立つようになっている。
　国内でも早くから機械化・大規模化が進んでいる
北海道では、「ハヤヒカリ」（湯本ら 2000）「ユキ
ホマレ」（田中ら 2003）などの難裂莢性品種が育
成されている。本州以南でも「つやほまれ」（矢ヶ
崎ら 2008）「里のほほえみ」（菊池ら 2011）など
の難裂莢品種が育成されているが、主力の「フクユ
タカ」「エンレイ」などは実需者ニーズが強く、難
裂莢性が付与された新品種への品種交替が進んでい
ない現状がある。そこで難裂莢性品種の早期普及の
ためには新たな戦略が必要となっている。
　2012 年に育成された「サチユタカ A1号」（羽鹿
ら 2016）では、この課題を解決するために、既に
普及している「サチユタカ」と加工適性がほぼ同じ
という特性を活かして「サチユタカ」と同じ品種群
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図２　「フクユタカ A1 号」のグラフィカルジェノタイプ
注）遺伝子組み換わり領域（グレー部分）は「フクユタカ」「ハヤヒカリ」以外と推定される領域
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Ⅵ　栽培適地および栽培上の留意点

Ⅶ　命名の由来および育成者 

　奨励品種決定試験等の結果から「フクユタカ A1
号」の栽培適地は関東南部から九州地域であると考
えられる。なお、栽培にあたっては以下の点に注意
することが必要である。
１．�ダイズモザイクウイルスやダイズシストセン

チュウ抵抗性がないため、多発地域ではアブラ
ムシの防除を徹底するとともに過度の連作は避
ける必要がある。

２．�過繁茂による倒伏を防ぐため極端な早播は避け
て、適期播種を行うこと。

３．�難裂莢性を備えているが、成熟後の長期間の圃
場での放置は品質低下をもたらすので、適期収
穫に留意する。

　「フクユタカ」に難裂莢性を導入した最初の品種
であることを示す。英文字で表現する必要がある
ときは「Fukuyutaka A1 gou」または「Fukuyutaka 

Ei Ichi Gou」を用いる。育成従事者は表 37に示す
とおりである。

表 37　育成従事者

に設定して、同一銘柄で普及を図った。通常、実需
者は慣れ親しんだ品種を別の品種に変更することに
大きな労力とリスクを伴うことからなるべく避ける
傾向がある。そこで「サチユタカ A1号」では加工
適性が原品種とほぼ同じであることを示し、同一の
品種群として流通する体制を整えた。
　「フクユタカ A1号」の普及についても同様に「同
一品種群戦略」を進めることが必要と考えられる。
現在「フクユタカ A1号」は、普及想定地域で大規

模な現地栽培試験を行って生産者にその特性を示す
とともに、生産物を JA 全農などの流通業者を通じ
て、希望する実需者に配付して実際に加工試験を実
施している。実需者が「フクユタカ A1号」と現在
使用している「フクユタカ」を実際に比較し、ほぼ
同一であることを確認することで新品種に対する抵
抗感を無くし、今後予定している「フクユタカ」群
としての品種群設定に対する理解を進めている。
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